
樹
上
選
果

　
先
月
か
ら
行
っ
て
い
る
樹
上
選
果
を
引
き
続
き
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
落
と
す
果
実
は
、
外
観
不
良
果
・
天
成
り
果
・
小
玉
果
・

遅
れ
花
果
等
で
す
。

収
穫

　
収
穫
開
始
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
果
実
の
生
育
を
見
て
、
着

色
が
７
分
以
上
の
も
の
か
ら
区
分
採
取
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収

穫
は
手
袋
を
着
用
し
、
軸
の
二
度
切
り
を
徹
底
す
る
な
ど
丁
寧

な
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

浮
皮
軽
減
対
策

① 

ク
レ
ン
ト

　
４
～
５
分
着
色
期
に
ク
レ
ン
ト
１
０
０
倍
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
散
布
後
の
降
雨
は
効
果
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
天
候
を
見

極
め
て
か
ら
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤

　
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
３
０
０
０
倍
を
蛍
尻
期
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
熟
期
促
進
目
的
と
浮
皮
軽
減
目
的
で
の
使
用
は
、
合
わ
せ

て
年
間
２
回
ま
で
で
す
。
過
去
の
使
用
状
況
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
樹
勢
の
低
下
し
た

樹
に
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

秋
肥

　
秋
肥
は
、収
穫
後
の
樹
勢
回
復
や
耐
寒
性
を
向
上
さ
せ
る「
礼

肥
」的
な
働
き
と
、次
年
度
の
着
果
量・発
芽
量
を
確
保
す
る「
元

肥
」
的
な
働
き
が
あ
る
重
要
な
施
肥
で
す
。
地
温
が
12
℃
以
下

に
な
る
と
吸
収
効
率
が
悪
く
な
る
た
め
適
期
に
適
量
を
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
青
島
温
州
（
11
月
上
旬
）

　
　
　
　
粒
状
固
形
２
４
８　
60
㎏
／
10
ａ　
ま
た
は
、

　
　
　
　
柑
配
６
号　
　
　
　
80
㎏
／
10
ａ

病
害
虫
防
除

　

収
穫
前
に
貯
蔵
病
害
予
防
の
た
め
の
薬
剤
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
防
除
だ
け
で
な
く
、
果
実
の
丁
寧
な
取
り

扱
い
や
貯
蔵
管
理
の
徹
底
な
ど
、
す
べ
て
の
管
理
が
貯
蔵
病
害

の
発
生
防
止
に
は
重
要
で
す
。

・
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25　
　
　
２
０
０
０
倍（
収
穫
前
日

－

３
回
）

・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤　
　
４
０
０
０
倍（
収
穫
前
日

－

４
回
）

予
措

　
収
穫
後
、
果
実
を
日
陰
の
風
通
し
の
良
い
場
所
に
置
き
、
１

週
間
か
け
て
ミ
カ
ン
を
乾
燥
し
、
３
％
～
５
％
程
度
を
目
安
に

果
実
重
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
予
措
を
行
う
こ
と
で
水
分
が
減
少

し
、
傷
つ
き
に
く
い
果
実
に
な
り
ま
す
。

防
寒
対
策
は

早
め
に
！

ウ
ン
カ
類
の

被
害
が
多
発
中

丁
寧
な
収
穫
作
業

秋
整
枝
を
し
た
こ
と
で

　
秋
整
枝
に
よ
っ
て
茶
樹
の
摘
採
面
に
出
現
し
た
芽
や
成
葉
は

休
む
こ
と
な
く
活
動
が
続
け
ら
れ
、
貯
蔵
養
分
と
し
て
樹
体
に

蓄
積
さ
れ
ま
す
。
そ
の
養
分
の
蓄
積
に
よ
っ
て
茶
樹
は
耐
寒
性

を
増
し
、
越
冬
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

防
寒
対
策

　

気
温
の
低
下
に
と
も
な
い
茶
樹
の
耐
寒
性
は
徐
々
に
強
ま

り
、
厳
寒
期
の
１
～
２
月
頃
は
マ
イ
ナ
ス
10
～
12
℃
く
ら
い
ま

で
耐
え
ま
す
が
、
耐
寒
性
を
越
え
た
低
温
や
寒
風
に
あ
た
る
と

寒
害
を
受
け
ま
す
。
今
年
の
冬
は
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影
響

で
、
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、

①
標
高
が
高
い
茶
園
②
冬
の
季
節
風
を
強
く
受
け
る
茶
園
③
冷

た
い
空
気
が
停
滞
す
る
窪
地
や
低
地
な
ど
は
注
意
が
必
要
で

す
。

　
寒
害
防
止
対
策
と
し
て
、敷
き
草
が
有
効
で
す
。
敷
き
草
は
、

土
壌
の
乾
燥
を
防
ぎ
地
温
を
保
ち
ま
す
が
、
水
は
け
の
悪
い
所

で
敷
き
草
を
施
用
す
る
と
、
逆
に
地
温
を
下
げ
、
寒
害
を
受
け

や
す
く
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋

肥
が
遅
い
と
裂
傷
型
凍
害
の
発
生
率
が
高
ま
る
と
の
研
究
結
果

も
あ
る
た
め
、
秋
肥
の
窒
素
量
と
施
肥
時
期
を
厳
守
し
て
く
だ

さ
い
。【
表
１
参
照
】

病
害
虫
防
除

カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

　
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
は
平
均
気
温
９
～
10
℃
に
な
る
と
休
眠
期

に
入
り
、鮮
や
か
な
朱
色
に
な
り
ま
す
。
増
殖
期
は
暗
赤
色
で
、

平
均
気
温
11
～
12
℃
に
な
る
11
月
上
中
旬
が
防
除
適
期
で
す
。

発
生
に
は
、
ほ
場
格
差
が
あ
る
の
で
、
各
地
域
の
防
除
情
報
を

ウ
ン
カ
類
の
発
生
に
つ
い
て

　
近
年
、ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
を
始
め
と
す
る
ウ
ン
カ
類
に
よ
り
、

坪
枯
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
管
内
の
全
地
域
で

坪
枯
れ
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
次
期

作
に
向
け
て
ウ
ン
カ
の
特
性
を
理
解
し
、
万
全
な
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　
坪
枯
れ
の
原
因
と
な
る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、
日
本
で
越
冬

で
き
ず
、
梅
雨
時
期
に
中
国
大
陸
か
ら
飛
来
し
ま
す
。
水
田
に

飛
来
し
た
ウ
ン
カ
類
は
、
世
代
を
経
る
ご
と
に
爆
発
的
に
増
殖

し
、
集
団
で
稲
を
吸
汁
し
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
坪
枯
れ
を

引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
坪
枯
れ
に
な
ら
な
く
て
も
、
ウ
ン
カ
類

が
多
発
す
る
と
登
熟
歩
合
や
千
粒
重
の
低
下
に
よ
る
減
収
、
玄

米
外
観
品
質
の
低
下
に
よ
る
検
査
等
級
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

ウ
ン
カ
類
の
防
除
に
つ
い
て

　
ウ
ン
カ
類
の
飛
来
が
多
い
年
は
、
世
代
の
経
過
と
と
も
に
発

生
密
度
が
非
常
に
高
ま
り
、
害
虫
の
成
長
段
階
も
複
雑
に
な
る

た
め
、
本
田
防
除
の
み
で
は
充
分
な
防
除
効
果
が
得
に
く
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
残
効
期
間
が
長
く
、
効
果
的
な
育
苗
箱

施
用
剤
を
使
い
、
発
生
初
期
か
ら
密
度
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
田
防
除
で
は
、
粒
剤
に
比
べ
て
液
剤
の
方
が
効
果
的
な
薬

剤
が
多
く
、
素
早
く
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
多
発
地
域
で
は

液
剤
散
布
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ン
カ
類
は
稲
の
株
元
を
好

む
た
め
、
薬
剤
が
株
元
に
ム
ラ
な
く
か
か
る
よ
う
に
、
ス
ズ
ラ
ン

墳
口
や
広
角
噴
口
等
を
使
用
し
、
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ン
カ
類
に
効
果
的
な
薬
剤

　
ウ
ン
カ
類
は
毎
年
多
発
生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
比
較

的
発
生
が
多
い
地
域
は
、ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
防
除
を
徹
底
し
、

万
全
な
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
、『
令
和
３
年
産
水
稲
肥
料
農

薬
年
特
予
約
申
込
書
』
に
ウ
ン
カ
類
に
効
果
的
な
薬
剤
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
育
苗
箱
施
用
剤
〉
ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
残
効
は
70
～
80
日
程
度

殺
虫
＋
殺
菌
剤

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤
・
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｌ
粒
剤

殺
虫
剤　
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
箱
粒
剤

〈
散
布
剤
〉
ウ
ン
カ
類
に
対
す
る
残
効
は
数
日
～
10
日
程
度

殺
虫
剤　
エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
収
穫
７
日
前
ま
で
）

※
登
録
作
物
が
「
稲
」
の
み
の
た
め
、
散
布
の
際
は
ド
リ
フ
ト

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

茶
指
導
販
売
課
　
福
手

茶
指
導
販
売
課
　
福
手  

裕
三
裕
三

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田  

哲
也
哲
也

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木  

大
造
大
造

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

　
成
虫
の
寿
命
は
３
日
程
度
と

短
く
、
少
数
で
は
茶
園
に
大
し

た
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成

虫
が
多
数
発
生
す
る
と
、
排
泄

物
に
よ
っ
て
葉
に
「
ス
ス
病
」

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
茶

園
全
体
に
「
ス
ス
病
」
が
発
生

す
る
と
寒
冷
遮
を
か
け
た
よ
う

な
状
態
が
続
き
、
光
合
成
が
で

き
ず
、
来
年
の
一
番
茶
に
大
き

な
減
収
を
招
き
ま
す
。
発
生
し

て
い
な
く
て
も
予
防
の
た
め

に
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
の
防
除

と
兼
ね
て
「
マ
シ
ン
油
乳
剤
」

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

分類 被害の型 発生の部位と症状の特徴 発生の時期
赤枯れ 凍害 茎葉、芽が凍害により、赤褐色に変色する 12〜２月

青枯れ 寒早害 葉、枝。水分不足で枯死した葉が青白く見
える 12〜２月

幹割れ 裂傷型凍害 地際部の幹の形成層が凍結し、表皮がはが
れる

11〜12月、
3月

胴枯れ 凍害 厳冬期の低温で幹や枝が凍結枯死する 厳冬期

【表１】

（茶大百科Ⅱ　技術資料参照）

ア グ リ ワ ー ク ポ イ ン ト


